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1.はじめに

我々が行う会話の中では、相手に対する吾定的な側面を指嬬したり、相手の発話に対し

て否定的な反応を示すことがある。このような行為は、 Brown&Levinson(1987)の

Face-Threatening Actに該当する行為であり、相手を傷つけーる可能性がある。特に、相手

のマイナス面に言及することは、初対面の人同士の会話ではなかなか起こりにくいことだ

と思われる。一方、親しい友人や何でも言える間柄の人との会話の中では、相手に対する

否定的評価が現われることがしばしば見られる。これは親しさの現れとも言えるだろう。

実際、友人同士で否定的評価が行われる場面を観察すると 冗談でさりげなく話す場面が

多いが、反言語、言いにくそうに相手に対する自分の考えを伝える場面もみられる。後者の

ように、棺手のネガティブな側面を指摘する行為は、敏感 (delicate)な話題を取り入れ

ることになり、会話において、話し手の慎重な態度が観察される。このような慎重な態度

は、受け手の対応にも影響を及ぼし、話し手と開き手は様々な相互行為を通して、談話を

慎重に組み立てていく。

本稿では、相手に関する否定的な側面を取り上げて語るとき、どのように話を組み立て

ていくのかに注目し、我々が敏感な話題を導入する際、話し手と開き手がどのような行為

をしているのかを分析する。特に、話題の導入時に見られるプレ行為と話題展開の途中に

現われるサイド・アクティピティーについて検証していきたいと思う。

2.先行研究

2.1プレ行為に関する研究(西板2008，Schegloff 2006) 
① Pre-invitation & Pre-request 

「今月末ぐらい暇 ?J という質問は単なる質問ではなく、誘いや依頼が可能かどうか、

その条件の一つを確認しようとしているものである(西阪，2008)。これを Schegloff(2006) 

は、 pre-invitation/pre-requestとしてみている。もし「今月末ぐらい暇?J という質問

に f暇だJと答えたならば、誘いや依頼が来ることが予測できる。反面、「忙ししリと答え

たら、その質慌が予測させる誘いなり依頼は、産出されないだろう。

② Pre-announcement & Pre-telling 
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プレ行為は、語りの前にそれがニュースで、あることを表す、または、そのニュースに対

しての話し手の態度を表す場合もある。伊jえば、“Guesswhat"， ''Y' know ~"，“Did you hear 

the terrible news?"などの発言がそうである。

このようなプレ行為の聞き手の応答としては、 go-ahead(先に進むこと促す)/

blocking (阻止)/hedging (条件次第で先に進むこと促す)という三つの種類が来るこ

とができる。そして、その応答様式によって、語り手は、次の発話を組み立ててし、く。

本稿で扱う語りは、相手のことについて話す特殊な語りである。このような語りは、非

優先的な行為であるため、否定的な事柄を述べるまで、発話の遅延が起きることがよくみ

られる。つまり、否定的評価を行う話し手は、否定的評価を発する前に、プレ行為を通し

て、これから行う行為が多少敏感な話題で、あることを伝えている。本稿ではこのようなプ

レ行為がどのように現われているのかを分析する。

2.2サイド幽アクティピティーに践する研究

林 (2005)では、会話例の中で、飲み会に参加できるかどうかについての説明をしてい

る話し手の発話の文内の途中、待ち合わせ時間を確認するアクティピティーが挿入された

例を取り上げ、「括弧にくくられたアクティピティーJであると説明している。この会話例

で fメイン・アクティピティーj はあくまでも進行中の状況説明であり、挿入されたアク

ティビティーは補足的な fサイド・アクティビティーjで、ある。このサイド・アクティピ

ティーは、単なる「わき道にそれた余談・脱線j などではなく.、メイン・アクティピティ

ーを完遂するために欠かせない重要な f予備行為j であると指摘している。

林 (2005) では、文脈に依存した「確認要求ー訂正j や「ことば探しJのサイド・アク

ティピティーを例示しているが、本稿で扱うサイド・アクティピティーは、聞き手が話し手

の話題導入時に害1¥り込んで行う fそれた余談・脱線jに近い。しかし、この活動は会話連鎖

上、「括弧にくくられたアクティピティーjで、ある。このような挟みこまれた活動は何を行

っているのか、またなぜその位置でその活動が行われたのかより詳しく考察する。

3.会話データの概要

本稿で使用している会話データは、 20代の親しい友人間士の会話である。男性ベア 2

組と女性ベア 2組の会話を録音しており、録音時間は、計 64分程度である。相手の否定

的評価を誘導するために、 f相手のくせについて、あるいは、相手の性格についてj という

話題を事前に提供して、それについて話してもらうことを依頼した。このような会話は、

設定された中で行われたものであるため、タスク的な要素が強く 自然な会話とは言いに

くい。しかし、会話参加者同士の棺互行為においては、自然なや・りとりが行われており、

相互行為を分析する資料として分析する価値があると思われる。

データの中で、女性!司士で行われたこつの会話断片を中心的に見ていくことにする。断

片(1)は、 OがNの初対話の印象について語る場面であり、断片(2)は、 SがMのくせにつ
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いて語る場面である。会話の中で相手の否定的評価や相手の否定的側面を指摘する部分を

中心に、話題を取り入れるところから次の話題への転換までをひとまとまりの談話として

焦点を当て、どのように話題を導入してお互いがどのように発話を組み立てていくのかを

分析した。

4.分析

4. 1 プレ行為と畿蕗の組み立て

まず、語りの導入部から否定的評価の発話のやりとりが行われるところまでに焦点を当

てて観察する。断片(1)は、 N とOが初対面の互いの印象について話している際に、 Oが

Nに対して、 Nの初対面の印象が今とは違って自分の周りにいそうな人物で、はなかったこ

とに言及する場面である。今はお互いが親しい関係であるが、初めに会ったときはそうで

はなかったことを述べることは、それ自体が相手に対するマイナス面に触れることになり、

敏感な話題となってしまう。このような敏感な話題を取り入れる行為において、 Oは、ど

のように発話を組み立てていくのか。

分析に先だ、って、これ以前の会話内容を説明する。先ず、 NがOについて、積極的でな

れなれしい Oの印象を述べていたが、それに対して、 OはNをサークノレで、初めて見たIl寺、

サークノレの皆から注目を浴びる、中心的な存在だ、ったことを話す。 Nは、そのような Oの

ほめに対して、笑いながら謙遜して受け止めている。「ほめ一反応jのやりとりが終わった

後、 N は、「そんな、初対面の、印象j と今までのやりとり、つまり初対面の印象につい

ての会話を終了しようと、 トゼックに藍切りをつけて、締めくくっている (01行自)。し

かし、その後 Oは04行目から Nの初対面の印象について今までとは違う側面を語り始め

る。

[断片(1)] 初対面の印象 (N-Q 20代女性)

01 N: そんな、初[対面の、印象.

02 0: [(ん::) 

03 (0.6) 

04 0:→そうなんか〉初対面の印象く、私Itつこうパンチョウは

05 (0.8) 

06 0:→なんやろうね、

07 (1.5) 

08 0:→なんかね、今の印象と違うかも:(.)[ ~ Itつこう.￥

09 N: まじiで-

10 (0.8) 

11 N: .hh私、あんま変わっとらん.

12 0: ま(h)、そうやね hh[h
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13 N: [hhh 

14 0: ま:たぶん怠んか私、全然変わら芯い[からだと思うけど

15 N: 怠んか、明るくて(λ1い子、みたいtJさ

16 0: あ::hhありがとうhuhuhu

17 (0.8) 

18 0:→パン[チョって最初たぶん怠んか.

19 N: その

20 0:→あんまり:(2.0)なんやろうね:芯んかベ?っ!こ(.)苦手とかじゃ芯いんやけど=

21 N: ごうん

22 (1.0) 

23 0:→[￥けつこう:(.)ゲツチと一緒におる感じのタイプではなし1かなってし1う[感じはあった.さいしょ}i

24 N: あの [あ

25 (0.8) 

26 0: ￥なん:やろうね.}i

27 N: hhh 

28 0: [.hhhう:ん

29 N: あんまり、まわり{こおらんかった

30 0: ん、ま，まわりに:(0.8)ち↑がうところにおった.

31 N: あ:(.)おん芯じところにおらんかった=

32 0: おん怠じところにおらんかった，感じかえよ:と思っとったけど

33 (1.0) 

34 0: でも違ったね.

04行自から Oは、「そうなんか初対面の印象、私けっこうパンチョウ (Nのあだ名)はj

と棺手の初対面の印象について語り始めている。 04行自の発話の組み立て方をより詳しく

みてみると、 fそうなんかjで、始めることによって今恵比¥出したことであるように話題を取

り入れている。そして「初対面の印象Jというトピックを冒頭に示し語り直しているが、

これは今行っている行為が課題(初対面の印象を話す課題)として与えられた設定を利用

した言い方である。ここで、「私けっこうパンチョはj とあえて「私j という一人称を使用

するのは、この以前の会話で、 N が注目を浴びる一員で中心的な存在だ、ったとほめる持、

皆・全員がそのように評価していたと述べるときと対照的であり、この後詰ることについて、

評価の主体が f私j一個人の意見であることを際立たせる。

そして、その後関が生じた後、 fなんやろうねJ(06行)と言いよどみを見せ、1.5秒の

長い沈黙後、 08行目で「今の印象と違うかもj とぼかし表現を使いながら自分の意見を述

べている。上で述べたように、今のように親しい関係で、初対面の印象が今と違うことは、

ある程度棺手についてネガティブなことに触れることに志向している。特にここでは、 O
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が今まで話していた口調が変わり、 fなんやろうねj という言いよどみの発話が入ったり、

「なんかjという 11愛味なことばを繰り返したりした非流暢的な口調になっていることから、

これからマイナスな事柄を述べることを投射している (Schegloff，1984)。

これに対して、 Nは09行自で、 fまじ↓で:JとOの評価が意外で、あったことを示して

いるが、印象が違うことに対しては受け入れも反発もしない中立的な反応を見せている。

続いて 11行から 16行までは、 Nが Oの印象を述べるやり取りが挟まれている。これ

はサイド・アクティピティーとして扱い、次の節でさらに詳しく分析したいと思う。

18行巨から Oは、「パンチョって最初たぶんなんか:Jと言いながら、 Nの初対面の印

象を述べる行為に戻っている。「最初JJとし 1う単語を冒頭に置くことにより、元の行為に戻

ることを明らかにしている。 20行自で fあんまり(2.0)、なんやろうね、なんか別に苦手と

かじゃないんやけどj と述べているが、長い沈黙が挟まれ、非常に非流暢的な言い方で、

言いにくい事柄を述べていることをマークしている。ここでJ苦手とかじゃないんやけどJ

という前置き表現を挟み入れることにより、後ろにネガティブなことを指摘することをよ

り明らかにしている。

そして、 23行自で、「けっこう :0グッチと一緒におる感じのタイプではなし 1かなって

いう感じはあった.さいしょj ということで、相手についての否定的な印象が述べられてい

る。ここで「タイプJという表現を使い、タイプに入るのか入らないのかというカテゴリ

ー化をすることで、 N を個人として評価しているわけではないことを示す。 rさいしょj

という語を後ろに付け加えることにより、最初のみそうであり現在はそうではないことを

際立たせている。そして、その後は Nの反応や付加的な説明のやりとりが続く。

このように、 OはNが最初会ったときは、白分の周りにいそうではないひとであったこ

とを慎重に談話を組み立てて言及しており、敏感な話題を取り入れていることを表示して

いる。 23行自に至るまで、様々な行為が挟まれ、否定的な印象を述べる発話が遅延されて

出現することが観察された。このようなプレ行為がみられる別の会話例を見てみよう。

断片(2)は、 SがM のくせを指摘する場面である。 Sは、 M が人と話したり、ひとに会

ったときに変な動きをしていることを述べている。これに対して、 Mは、最初は強く否定

するが、 Sが具体的に例を挙げたり、変な動きを実現することを受けて、 Mは自分のくせ

を認める様子が見られる。

[断片(2)] 変な動き (S-M 20代女性)

01 S:→でもさ:Itつこうのんちゃんさ:: [あれだよね:くせとかさ:自分で全然自覚症状ないよ担.

02 M: ん

03 (0.4) 

04 M: だってくせ怠んかおいよ.

05 (0.5) 

06 S: hhhiheこわ:い.[hhhh
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07 M: [hhhhh 

08 M: え私くせは怠いよ

09 S: え:怠んか-

10 M: うん

11 S:→あのひととき苦してたりとか

12 M: ん

13 S:→ひとに:[:あったときに

14 M: ["5まいね:はなしもってくるの::hh 

15 S: [hhhそう、[ありがと

16 M : [hhh [hhh 

17 S:ーギあった￥ときに:(.)￥へん(れ)な勤きする￥とか.

18 M: あった[ときに::? 

19 S:→ [>しょっちゅうしてるじゃん:く

20 S:→しょっちゅ芯んかへんむ、機械の動きをする[とか

21 M: [uhhhhhうそ:(h)しな[いよ

22 S: 芯んか

23 S: ふつうにみん芯集まってしゃべってても:芯んかにとっじよ、たぶんあきてくるんだと[思う

んだけど:

24 J: [hhh 

25 M: よく知ってるね.

26 S: とつじよ、なんか(0.5)フウウンって

27 M: hhh[hhhhhhhh 

28 S: え↑え、どうしたの

29 S: それを:しよりし、うまく処理するのが私の目標.

30 M: a[hhhhhわな

31 S : [hhhhhhh 

32 M: あ、そうむんだ

01行自の[でもさ:のんちゃんさあれだよね:くせとかさ:自分で全然自覚症状な

いよね:Jという Sの発話は、質問の形式として行われているが、この会話の設定上、こ

れから SがMのくせについて語ることを予告する話題の取り入れ方である。この会話は、

事前に f相手のくせについてj話すように指示されたなかで行われたものであり、この部

分は会話録音の開始部に該当する。この直前の会話では、共通の灼人についてなど、指示

している活動とは関係のない別の話題で話が行われているが、 01行自から Sは、本題であ

る相手のくせについて言及をし始めている。

この発話の組み立てを詳しくみてみると、「でもさ:けっこうのんちゃんさ:Jで「で
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もさ:Jと逆接の接続認で発話を話し始め、これから今までとは異なる活動に入ることを

予告している。「あれだよねj と話を始める「あれjは、林 (2008)で言及されている「ダ

ミー語j であり、「あれJの指示対象が後続の発誌の中で特定されることを予示・予告して

いるものである。このように、 fでもさ:J rけっこう jという言い方や fあれjを用いて、

核心について述べるのを遅らせている発話j帳番のフォーマットが、{可かネガティブなこと

語ろうとしていることを予示しているといえる。その後、「くせとか、自覚症状ないよね:J 

と「くせj という語りのトピックとして取り上げ、相手の同意を求める形で話題を取り入

れている。

Sが行ったこの発話は、 Mがくせの自覚症状があるのかないのかを知りたくて行った質

問ではなく、 f自覚症状ないよねJと間意を求める言い方で、相手のくせについてこれから

の語りを拡張するためのプレ行為である。

しかし、伺意が期待された形の Sの発話に対して、 Mは04行自で、「だ、ってくせなんか

ないよj と答え、 Sのプレ行為を強く拒絶している。つまり、 Mは、自分にくせがあると

いう前提自体を否定しているのである。

その後、 05行自で 0.5秒の沈黙が生じているが、この沈黙は、 Sがこれから M のくせ

について語りを拡張しようとしたが、強く拒絶されたため、次の発話をすぐに述べられな

い状態を表す。そして、 06行自で、 Mが拒絶した行為自体に対して fこわ:いhhJと述

べ、同意も不同意も表さず、Mのきっぱりと拒絶する行為がこわいとしづ評価をしている。

この発話と同時に、 Sは、笑いを加えるが、その後 M も笑っている (06・07行)0 このよ

うに、二人とも笑うことによって、相手の非同意を真剣に受け止めたのではなく、冗談と

して行われたことを両者が認識している。

M は、 08行で「ム子私くせはないよ:Jとくせがないことを再び述べ、自分自身

に対して弁解している。これは、最初 04行自でM が fくせなんかないよj と拒絶したこ

とに対して、 Sが「こわしリと評価されているが、 Mにくせがないことについて同意も非

同意も示していないので「え私くせはないよ:Jと再度主張しているものである。

そして、 Sは、 Mのくせがないという発言を認めず、 09行自 fえ、なんか:Jから例

を挙げながら説明をし始める。ここで「え、なんか:Jの「えj は、相手の直前の発言

を認めないことを反応として示しており (Hayashi，2009)、「なんか:Jは、これから

説明・語りを始めることを予告している。 11行自から「あのひとと話してたりとか:J 

「ひとにあったときに:Jとくせが出る場面を例示していくが、発話の語尾を延ば

し、相手の様子を伺いながら発話を発することによって、敏感な話題に言及していること

をマークしている。

Sの 13行自の発話の途中、 Mは「うまいね:はなしもってくるの:hhJ (14行自)

と割り込んでSをほめている。これは、今のくせについての話題とは関係がないが、会話

録音において、Sの話題の取り入れ方がうまいことをほめるサイド・アクティピティーが産

出されたものであるが、これについては、 4.2節で述べることにする。
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17行自で、元の活動に戻っているが、 Sは「あったときにj と、 13行自の発話 uひとに
あったときにJ)の後ろの部分を繰り返し、 M のくせについての話題に戻っていることを

示している。そして f￥あった￥ときに :0￥へん(h)な動きする￥とか:JとM のくせに

ついて、変な動きをするという指摘が行われている。

このように、相手のくせの指摘など多少敏感になりやすい行為を述べるとき、プレ行為

を行い、肝心な発話(否定的評価)に至るまで遅延が起きることによって、慎重に談話を

組み立てていることを相手に示している。

4.2 サイド・アクティピティーの挿入

4.2節では、断片(1)と(2)で現われたサイド・アクティビティーについて、ターンの構成

を中心に詳しく分析する。本稿で言及するサイド・アクティピティーは、語りの途中挟まれ

たやりとりであり、本話題とは逸れた別の活動として行われている。

まず、断片(1)'では、 OがNの初対面の印象を語っているなか 11行自から 16行自ま

でNがOの初対面の印象を語る活動が挟まれている。

{断片(1)'] 初対面の印象

08 0: →えよんかね、今の印象と違うかも:(.)[~けつこう.~

09 N: まじiで

10 (0.8) 

11 N: .hh私、あんま変わっとらん.

12 0: ま(h)、そうやねれれ[h

13 N: [hhh 

14 0: ま:たぶん怠んか私、全然変わら怠い[からだと思うけど

15 N: 怠んか、明るくて(.)いい子、みたいなさ.

16 0: あ::hhありがとうれuhuhu

17 (0.8) 

18 0:→バン[チョって最初たぶんおんか

まず、 Nのサイド・アクティピティーの開始の位置から検討する。 08行自で Oが「今の

印象とちがうかもj ということを酷いたとき、 N は、 fまじ iで:Jと予想外であった反

応を示している (09行目)。このような「意見一反応j のシークエンスは、隣接ベアの第

一ベア成分と第二ベア成分になっており、その後は、ふたりのうちのどちらかが話し始め

てもよい位置である。 10行目で、 0.8秒程度の間が生じておるが、結局、 11行自から N

がOについて語る発話を始めている。

08行自のような発話を聞いたとき、自分の事柄を話されている受け手側(ここでは N)

の反応として行われる行為は二つに分けることができる。一つは、話し手を促して話題を
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拡張していくことである。例えば、この会話の場合だと、「今の印象と違うかもjと言われ

たとき、 fどう違うの?J rそうなの?どこが ?J と質問しながらターンを拡張することが

できる。またもう一つは、受け手は話を他の話題に逸らしたり、他の活動を行ったりする

ことができる。ここでは、 N自身が相手の初対面の印象を語り始め、後者の選択肢が用い

られている。 Nは、 11行自から「私、あんま変わっとらんj と自分の場合、 Oの印象があ

まり変わってないことを述べている。つまり、ネガティブな評価の受け手のほうが、自分

の考えを示し、話の脱線を行うことで、相互行為の継続を促している。

サイド・アクティピティー内のシークエンス(連鎖)構造を見てみよう。この挟まれたシ

ークエンスの中では評価の与え手と受け手が元の活動とは逆転している。 N は、「私、あ

んま変わっとらんj と言い、 Oの印象があまり変わってないことを述べ、評価の主体にな

る。それに対して、評価の対象となった Oは「ま、そうやねjと笑いながら反応を示し(12

行)、「ま:たぶんなんか私、全然変わらなし、からだと思うけどj と自分自身が変わらない

ことを、 r全然変わらなしリという言い方でややネガティブに述べている(14行自)。この

発話の「全然変わらなしリまで聞いたところ、 N は、「なんか 明るくていい子みたいな

さ:Jと説明を加えている(15行自)00の発話の途中にも関わらず、 Nがこの位誼で

説明を付け加えているのは、 Nの 11行自の発話を、 Oが f私は全然変わらなし 1からだj

とネガティブに受け止めているので、 f明るくていい子jという意味で、変わっていないこと

をできるだけ早く述べる必要があったからである。

15行自の Nの発話「なんか明るくていい子みたいなさ:J はOの初対面の印象につ

いてプラスの評価を行っている。この「明るくていい子j という発話は、ポジティブなイ

メージを持ったことをコンパクトで簡潔した言い方で話している。この評価に対して、 O

は fあ:: hhありがとう huhuhuJと照れ笑いを見せながら Nのほめを受け入れている。

ここで Oが「ありがとう j と簡潔に受け止めることで、 Oは、 Nの fほめ一受け入れjの

やりとりをこれ以上拡張せず、そのやりとりを終わらせている。そして、 Oは、 18行自か

らNの初対面の印象を述べる行為に戻っている。

断片(1)では、 Oが Nの初対面の印象が今とは違うことを端的に述べ、 Nが反応を見せ

る合間を作っている。それに対して、 Nは中立的な反応 uまじ↓で:J)のみを示し、逆
に Oの初対面の印象について語る活動を開始している。このように N 自身が相手の印象

を述べることによって、相互行為の継続を促しているのが見られる。そのやりとりが「括

弧にくくられたアクティピティーJであることは、 Nが「明るくていい子j のように切り

詰めた言い方で相手をほめ、これに対し Oは、 fありがとう j と受け止めることでシーク

エンスを終えており、本筋に戻っていることからわかる。

「語りの脱線j がより明示的に挿入されている断片(2)'の場合を見てみよう。

[断片(2)'] 変な動き

11 S: あの:ひとと話してたりとか-
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12 M ん

13 S ひとに[:あったときに:

14 M [うまいねは怠しもってくるの::hh 

15 S: [hhhそう、〔ありがと

16 M: [hhh [hhh 

17 S: ￥あった￥ときに:(.)￥へん(h)怠動きする~とか

ここで、サイド・アクティピティーとなるのは、 14行自のMの発話から 16行自のMの

笑いまでである。ここでは、 13行自の Sの発話の途中、 M が fうまいね、話もってくる

のJ(14行自)と、 Sの話題の取り入れ方のうまさをほめており、そのほめに対して Sが「そ

う?ありがとう j と受け入れるシークエンスが挟まれている。この「ほめ一受け入れjの

連鎖の内容は、会話の設定上の事柄に関する内容であり、今まで、 SがMの変な動きをす

ることを指摘する活動とは別のことをしている。

14行自の「うまいね、はなしもってくるとj という発話の位置と組み立て方を詳しくみ

る。 M は、 13行自の相手の発話が終わってないのにも関わらず、割り込んで相手をほめ

る行為を開始している。冒頭に「うまいねj とほめることが先に来て、後から f話もって

くるのj と何をほめているのかを付けたしており、倒置が起こっている。ここで倒置が起

こったのは、相手が発話を産出している途中に割り込んでいるため、明示的な行為(ここ

では「ほめJ)をターンの最初に配置しており、その詳細な内容(ほめの対象)を後ろから

付け加えているためで、ある。

15行自のほめに対する応答を見てみると、 Sは「ありがとう j と言いながら、最小限の

受け止め方をしている。ここで、相手のほめに対して拒絶や他の反応が来れば、シークエ

ンスは他の方向に拡張していく可能性が高い。しかし、 Sは「ありがとう Jと受け入れる

ことで、それ以上行為を広げず、元の行為(相手の変な動きを指摘する活動)に戻ってい

る。

断片(2)'では、サイド・アクティビティーが否定的側面を指摘されている M により行われ

ている。 09行自から言いにくそうに発話を開始していた Sへ、開き手であったMが f話

もってくるのがうましリとほめることは、話の流れから脱線した別の活動を取り入れるこ

とで、相手への負担を軽減する作用をしている。

5.考察およびまとめ

相手の否定的な側屈を語る談話の中で、プレ行為は、これから敏感な話題を取り入れる

ことを予告しており、相手の反応などを見ながら慎重に談話を組み立てるための装置とし

て作用している。また、上に挙げた会話例で見られるように、様々なプレ行為により、否

定的評価の発話は遅延されて出現するO このような発話の遅延は、相手の事柄について述

べる行為が非優先的なことであることを表示する語り方である (Pomerantz，1984)。
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さらに、相手への否定的評価など、敏感な話題の会話の展開中には、サイド・アクティピ

ティーが挿入されることがよくみられる。林 (2005)では、サイド・アクティピティーは、

単なる「わき道にそれた余談・脱線Jなどではなく、メイン・アクティピティーを完遂す

るために欠かせない重要な f予備行為Jであることを述べている。しかし、上に挙げてい

るサイド・アクティビティーは、メイン・アクティピティーに欠かせない行為であるとはい

いにくく、むしろ「余談・脱線Jに近い側面もある。では、このようなサイド・アクティピ

ティーを通して語り手や受け手は何をしているのだろうか。

一つの解釈としては、敏感な話題を述べるメイン活動から一時期、他の活動をすること

で微妙な場の雰囲気を和らげているという解釈ができる。サイド・アクティピティーを挿入

することで、その開笑いが生じたり、場の雰囲気を盛り上げることによって、緊張感を和

らげる効果があると忠われる。会話例として挙げた二つの断片では、受け手(否定的評備

を受ける側)がサイド・アクティピティーを開始している。否定的評価を行う話し手は、否

定的評価の談話を組み立てる際、今敏感な行為をしていることをマークし、慎重に談話を

組み立てていることを示すが、これを把握した受け手は、ターンをこれ以上拡張し、相手

に詳しく言わせるより、むしろ脇道にそれた余談・脱線を挿入することにより、お互いがよ

り負担を減らす方向に発話を誘導している。

サイド・アクティビティーについては、どこからどこまでがサイド的な活動で、あるかにつ

いてさらに検討し、何のために行われているのか、より詳しい分析が必要で、ある。

本稿では、相手の否定的な評価を行ったり、相手の否定的な側面を指捕するというデリ

ケートな話題の語りの展開において、プレ行為とサイド・アクティピティーの存在について

分析を行った。相手に対して触れる、しかもマイナス面に言及することは、 FTAになりえ

るので、お互いの配患が必要となる。このように、敏感な話題の導入時に話し手が行うプ

レ行為や、聞き手が開始するサイド・アクティピティーは、相手に向けた相互作用の結果と

して現われるものであると言える。
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{文字化データの記号]

語尾の音が下がってi玄切りがついたことはピリオドで示される

音が少し下がって弾みがついていることはカンマで(， )で示される

? 語尾の音が上がっていることは疑問符(?)で示される

被数の参加者の発する音声が重なり初めている時点は、角括弧([)で示される

重なりの終わりが示されることもある

二つの発話が途切れなく密着していることは、等号(=)で示される

(XXX) 開き取り不可能な個所は、 (XXX)で示される。空白の大きさは開き取り不可能な音

声の相対的な長さに対応している

言葉 直前の音が伸ばされていることは、コロンで示される。コロンの数は引き伸ぱしの

相対的な長さに対応している

百一 言葉が不完全なまま区切れていることは、ハイフンで示される。

h 呼気音は hで示される。笑いを表すものにも用いられる

言葉h 笑いながら発話が産出されるとき、そのことは、呼気を伴う音の後に hを挟むこと

で示される

￥ ￥ 発話が笑いながらなされているわけではないが、笑い声でなされることもある。そ

のときは、該当筒所を￥で臨む

言葉 音の強さは下線によって示される

? ↓ 音調の極端な上がり下がりは、それぞれ上向き矢印(1)と下向き矢印(↓)で示され

る

音が小さいことは、該当館所が。で固まれることにより示される
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